
あ
い
ち
通
信 

 第
五
十
三
号 

平
成
二
十
六
年
一
月 

日
本
会
議 

愛
知
県
本
部 

事
務
局 

０
五
二 

・ 

七
六
三 

・ 

四
五
八
八 

 

 

 

●
【
賀
詞
ご
挨
拶
】 

謹 

賀 

新 

年 
 

愛

知

県

本

部

理

事

長

・

森

藤

左

エ

門 

昨
年
は
、
重
冨
会
長
は
じ
め
役
員
・
支
部
長
・
会
員
の
皆
様
、
又
神
社
庁
様
は
じ
め
各
団
体
の
皆
様 

に
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
定
例
年
間
行
事
を
は
じ
め
、
十
五
周
年
の
集
い
、
夏 

の
参
議
院 

選
挙
に
は
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
又
活
動
の
中
で
の
会
員
拡
大
、
運
動
に
対
し
て
の
多
額
の
寄
付
、
誠
に
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
本

年
も
国
家
再
建
の
為
、
多
く
の
課
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
ご
指
導
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

愛

知

県

本

部

事

務

局

長

・

服

部

守

孝 

第
二
次
安
倍
政
権
二
年
目
を
迎
え
、
本
格
的
保
守
政
策
は
更
に
加
速
さ
れ
ま
す
。
私
ど
も
は
こ
れ
ら
全
て
を
、
憲

法
改
正
に
集
約
さ
せ
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
目
標
と
期
限
は
明
確
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年
「
夏
の

陣
」
勝
利
に
向
け
て
、
鋭
意
努
力
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

名

古

屋

支

部

長

・

江

副

嘉

彦 

神
宮
式
年
遷
宮
の
年
、
昨
夏
の
參
院
選
で
は
、
一
昨
年
の
衆
院
選
に
続
き
、
衛
藤
晟
一
、
有
村
治
子
両
議
員
を
中

心
に
、
真
正
保
守
陣
営
の
大
勝
利
。
こ
れ
に
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
今
後
、
平
成
二
十
八
年
予
定
の
衆
参
同
日

選
、
憲
法
改
正
国
民
投
票
に
大
勝
利
で
き
る
よ
う
、
安
倍
政
権
の
後
楯
を
固
め
、
「
私
た
ち
の
提
唱
す
る
七
つ
の

改
憲
テ
ー
マ
」
を
徹
底
流
布
し
憲
法
改
正
の
国
民
的
論
議
を
巻
起
こ
し
、
真
の
日
本
国
家
再
生
を
目
指
し
、
共
に

活
動
を
展
開
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
。 

名

古

屋

東

部

支

部

長

・

江

﨑

雅

博 

昨
年
八
月
に
発
足
し
た
名
古
屋
東
部
支
部
も
先
輩
諸
兄
姉
の
ご
支
援
を
賜
り
、
漸
く
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

我
が
国
の
課
題
は
数
多
あ
り
ま
す
が
、
其
の
認
識
は
既
に
我
々
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

省
み
る
に
こ
れ
迄
我
々
は
論
ず
る
事
に
偏
重
し
、
行
動
す
る
事
に
消
極
的
で
は
な
か
っ
た
か
。
今
こ
そ
憂
国
の
士

と
し
て
積
極
的
行
動
を
起
こ
す
秋(

と
き)

。
支
部
の
垣
根
を
越
え
共
闘
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！ 

春

日

井

支

部

長

・

後

藤

宗

夫 

こ
の
地
球
上
に
「
日
本
国
と
い
う
世
に
も
希
な
素
晴
ら
し
い
理
想
郷
が
有
る
」
と
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
は

感
動
を
し
た
。
私
達
は
、
大
東
亜
戦
争
敗
戦
後
、
「
い
わ
ゆ
る
平
和
憲
法
、
偏
向
教
育
他
」
を
押
し
つ
け
ら
れ
て
、

理
想
郷
を
見
失
い
つ
つ
有
る
。
今
こ
そ
、
安
倍
政
権
の
元
、
眞
の
日
本
を
取
り
戻
す
た
め
、
「
自
分
は
日
本
国
の

為
に
何
が
出
来
る
の
か
」
を
目
指
し
日
本
会
議
を
軸
と
し
て
、
同
志
の
皆
様
！
力
を
合
わ
せ
て
活
動
し
ま
し
ょ
う
。 

西

春

日

井

支

部

長

・

水

田

美

子 

今
年
は
う
ま
年
！
飛
躍
の
年
！
安
倍
政
権
発
足
後
、
長
き
に
渡
り
日
本
を
覆
っ
て
い
た
左
翼
思
想
に
も
よ
う
や
く

風
穴
が
あ
い
て
き
ま
し
た
。
パ
ー
ル
判
決
の
結
び
の
言
葉
が
現
実
の
も
の
と
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
東

京
で
の
全
国
大
会
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
通
り
、
再
来
年
の
夏
に
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
衆
参
同
日
選
挙
の
際
に
想

定
さ
れ
る
憲
法
改
正
の
国
民
投
票
と
い
う
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
西
春
日
井
支
部
も
動
き
ま
す
。
愛
知
県
本
部

の
会
員
様
、
今
年
も
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

日

本

女

性

の

会

愛

知

会

長

・

古

市

富

子 

昨
年
最
高
裁
は
、
結
婚
し
て
い
な
い
男
女
の
間
に
生
ま
れ
た
非
嫡
出
子
（
婚
外
子
）
の
遺
産
相
続
を
嫡
出
子
の
半

分
と
す
る
民
法
の
規
定
は
、
憲
法
の
「
法
の
下
の
平
等
」
に
違
反
す
る
と
し
て
違
憲
判
決
を
下
し
ま
し
た
。
日
本

女
性
の
会
は
、
伝
統
的
な
家
族
制
度
を
守
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
違
憲
判
決
が
夫
婦
別
姓
導
入
の

民
法
改
正
に
な
ら
な
い
よ
う
、
厳
重
に
推
移
を
見
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
年 

も
女
性
会
員
の
皆
様
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

●

報

告

・

名

古

屋

東

部

支

部

、

第

三

回

勉

強

会

、

街

宣

実

施

！ 
<

第
一
部> 

●
開
催
日
時 

十
一
月
十
七
日(

日) 

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
四
十
五
分 

●
会 

 

場 

野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー 

●
参
加
者
数 

七
名
（
う
ち
三
名
、
第
一
部
の
み
の
参
加
） 

【
勉
強
会
】
テ
ー
マ｢

改
憲
の
論
点
②｣ 

(

座
長
・
江
﨑
支
部
長) 

今
回
、
特
に
印
象
的
で
し
た
の
が
「
ど
う
や
っ

た
ら
護
憲
派
の
宣
伝
を
打
ち
破
り
自
主
憲
法
制
定
の
機
運
を
高
め
て
い
く
か
」
を
私
達
は
も
っ
と
技
術
論
と
し
て

学
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
共
通
認
識
を
作
れ
た
こ
と
で
す
。
巧
み
な
言
葉
で
世
の
中
へ
浸
透
さ
せ
て
い
く
護
憲
派
イ
デ 

オ
ロ
ギ
ー
を
挫
く
べ
く
、
私
た
ち
も
伝
わ
り
や
す
い
武
器
（
言
葉
）
を
持
て
る
よ
う
次 

回
以
降
も
し
っ
か
り
学
ん
で
い
こ
う
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

ま
た
、「
憲
法
の 

７
０
％
は
運
用
で
決
ま
る
」
と
い
う
考
え
の
元
、
私
た
ち
も
知
識
の
理
解
だ
け
に
留
ま 

ら
ず
、
実
際
の
運
用
面
も
加
味
し
た
勉
強
会
を
進
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。 
 

<

第
二
部> 

●
開
催
日
時 

同
日
、
午
後
二
時
～
午
後
四
時 

 

●
場 

 

所 

緑
区 

名
鉄
鳴
海
駅
前 

 

●
参
加
者
数 

五
名 

【
街 

宣
】 

目
的 

自
主
憲
法
制
定
・
・
・
・
前
回
ま
で
に
比
べ
、
人
通
り
が
少
な 

い
場
所
で
の
街
宣
と
な
り
ま
し
た
が
署
名
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
温
か
い
励
ま 

し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
り
な
ど
、
多
少
で
は
あ
り
ま
す
が
現
状
の
日
本
に
対
す
る 

危
機
感
や
自
主
憲
法
制
定
の
重
要
性
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 
 
   

 
 

 
 
 
 
 

（
日
本
会
議
名
古
屋
東
部
支
部
事
務
局
長 

加
藤 

貴
之
・
文
責
） 

 

●

案

内

・

第

五

回

名

古

屋

東

部

支

部

定

例

会

、

街

宣 
<

第
一
部> 

●
開
催
日
時 

一
月
十
九
日
（
日
）
午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
四
十
五
分 

●
会 

 

場 

野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
二
階
第
三
会
議
室
（
名
古
屋
市
天
白
区
野
並
二-

 

三
九
一
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
五
二-

八
九
五-

五
一
〇
五
） 

●
会 

 

費 

五
百
円 

【
勉
強
会
】
テ
ー
マ
「
自
主
憲
法
制
定
街
宣
演
習
」（
座
長
）
江
﨑
雅
博
支
部
長 

 
<

第
二
部> 

●
開
催
日
時 

同
日
、
午
後
二
時
～
午
後
四
時 

 
 

 

●
会
費 

無
料 

●
街
宣
場
所 

昭
和
区
御
器
所
交
差
点
の
南
西
角
地 

【
街 

宣
】
目
的 

「
自
主
憲
法
制
定
」 

（
日
本
会
議
名
古
屋
東
部
支
部
長 

江
﨑
雅
博
〈
携
帯
・
〇
九
〇
・
二
六
八
九
・
六
〇
七
五
〉・
文
責
） 

 
 

●

案

内

・

公

財

・

新

教

育

者

連

盟

愛

知

支

部 

「
一
月
度 

【
生
命
の
教
育
】
セ
ミ
ナ
ー
」 

●
開
催
日
時 

一
月
二
十
三
日
（
木
）
●
会 

場 

名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー
五
階(

第
三
会
議
室) 

〈
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〉
０
５
２-

５
８
１-

５
６
７
９ 

地
下
鉄
桜
通
線
国
際
セ
ン
タ
ー
下
車
す
ぐ
上 

●
講 

師 

公
財
・
新
教
育
者
連
盟 

副
理
事
長 

代
田
健
蔵
氏 

◎
〈
第
一
部
〉
十
三
時
十
五
分
〜
十
四
時
四
十
五
分
「
演
題
・
子
供
の
サ
イ
ン
を
見
落
と
す
な
！
」 

◎
〈
第
二
部
〉
十
五
時
〜
十
六
時
三
十
分 

 
 
 

「
演
題
・
古
事
記
に
親
し
む
、
学
ぶ
」 

●
会 

費 

第
一
部
、
第
二
部 

各
五
百
円 

〈
片
方
の
部
だ
け
の
受
講
も
可
（
五
百
円
）
。〉 

（
愛
知
支
部
長 

古
市
富
子
〈
携
帯
・
０
九
０
・
七
０
四
七
・
四
五
六
九
〉・
文
責
） 

●
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
予
定 

毎
月
の
第
一
日
曜
で
す 

年
明
け
最
初
は
一
月
五
日
午
前
八
時
開
始
の
九
時
終
了
で
す
。
二
月
二
日
、
三
月
二
日
と
引
き
続
き
予
定
し
て 

お
り
ま
す
。
軍
手
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。
ま
た
、
小
雨
な
ら
社
屋
の
木
枠
拭
き
掃
除
し
ま
す
の
で
雑
巾
を
持 

参
下
さ
い
。
大
雨
は
中
止
に
な
り
ま
す
が
、
疑
わ
し
い
天
候
の
場
合
に
は
、
現
場
責
任
者
の
服
部
宛
、
電
話  

(

〇
九
〇
・
六
四
六
六
・
一
五
九
二
〉
下
さ
い
。 

●
「
日
本
の
息
吹
」
を
い
つ
も
ご
購
読
下
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
購
読
下
さ
い
ま
す 

 
 

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

        

 

   


